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【短報】伊豆諸島三宅島におけるクシヒゲチャイロ
コメツキダマシの記録
クシヒゲチャイロコメツキダマシ Hodocerus 

malaisiensis Bonvouloir, 1872は，シンガポールおよ
びマレー半島より得られた個体に基づいて命名記
載された種で，これまでに，日本，台湾，インド
シナ半島，マレー諸島に広く分布することが知ら
れている．日本国内では九州，伊豆諸島，黒島，
屋久島，琉球の分布が知られているが，採集例は
少ない（久松 , 1985; 鈴木 , 2007）．筆者は，三宅島
で採集された本種を複数個体検することができた
ので，ここに記録しておきたい．

1♀, 東京都三宅島大路池 , 21-22. 
VII. 2010，高桑正敏採集；1♂1♀, 東
京都三宅島大路池～坪田 , 14. VII. 
2013, 藤田宏採集（図 1）．
伊豆諸島における本種の分布につ
いては，伊豆諸島全体をあげた例は
あるが（久松 , 1985)，データを伴っ
た記録はこれまでにない．梅谷 (1955)
は，三宅島の採集記の中で「コメツ
キダマシの一種」を図示しているが，
その特徴から判断して本種ではない
かと考えられている（鈴木 , 2009)．
本種は，日本に生息するコメ
ツキダマシの中では，ヒゲナガ

チャイロコメツキダマシ Serrifornax tumidicollis 
(Redtenbacher, 1867)に似るが，触角は第 4節より雄
では強く，雌では弱く櫛歯状となることや，上翅
末端が尖らないなどの特徴により識別することが
できる（久松 , 1985)．
今回の本種の記録により，伊豆諸島三宅島で生

息が確認されたコメツキダマシの種数は，10種と
なり，日本の離島で現時点で明らかにされている
種数の中では，屋久島，対馬に続く数字となった．
記録をするにあたり，貴重な標本をご提供くだ

さった，高桑正敏博士ならびに藤田宏氏に厚くお
礼申し上げる．
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（鈴木　亙　法政大学第二高等学
校生物科）図1．三宅島産クシヒゲチャイロコ

メツキダマシの♂．


